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応用研究論文

ものづくりコンテストによるイノベーション創出の試み

文部科学省ミュージアム「情報ひろば」展示報告

廣田千明 1，寺田裕樹 1，渡邉貫治 1，長南安紀 1，小宮山崇夫 1，

崎山俊雄 2，石井雅樹 1 

1 秋田県立大学システム科学技術学部電子情報システム学科

2 東北学院大学工学部
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秋田県立大学システム科学技術学部は工学系の 4
つの学科（機械知能システム学科，電子情報システ

ム学科，建築環境システム学科，経営システム工学

科）で組織された学部であり，その特徴を活かす教

育施設として，創造工房を設置している．創造工房

では様々な教育および地域貢献活動を実施しており，

それぞれ大きな成果を上げている．特に著者らが取

り組んでいる創造チャレンジと称するものづくりコ

ンテストの活動はコンテストの作品のいくつかが，

作品を改良して挑んだ学外のコンテストで入賞し，

成果が著しいことから，文部科学省ミュージアム情

報ひろばの企画展示に採択された．本論文では情報

ひろばでの展示の経緯とその内容を説明する．

創造工房とその活動

まず，創造工房について説明する．創造工房には

ドライバーなどの基本的な工具はもとより，バンド

ソーやドリルといった加工機械，近年新たにもの

づくりの道具に加わった 3D プリンタや 3D スキ

ャナなどの設備が整備されている．本学学生は簡

単なライセンス講習を受けることにより，これらの

設備を自由に利用することができる．

創造工房の運営

創造工房の管理，運営は創造工房委員会によって

行われている．創造工房委員会は，学部長が委員長

となり，他の構成員は学部の教員，技術職員，事務

職員で構成されている．特色ある点は，教員につい

ては定員を設けず，創造工房で活動したい教員は誰

でも参加できる点である．実際，2017 年度の委員

の構成をみると，機械知能システム学科 3 名，電

秋田県立大学システム科学技術学部にはものづくりおよび創造性教育を行う施設として，創造工房が設置されている．創造工房は創

造工房委員が中心となり，様々な教育活動を行っており，その 1 つとして著者らは創造チャレンジと称するものづくりコンテストを

実施している．このコンテストは教育効果を高めるために様々な工夫がなされており教育的に成果を上げているだけでなく，その作

品が学外でも高く評価され，学外のコンテストで賞を受賞している．この活動の成果を多くの方に知っていただくことを目的に，文

部科学省ミュージアム情報ひろばにおける企画展示の公募に応募し，2016 年 11 月 28 日から 2017 年 3 月 21 日までの期間，活動紹
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介のパネル，動画，作品の実物を展示した．また展示期間中の 2017 年 2 月 20 日に文部科学省情報ひろばラウンジにてミニシンポジ

ウム「大学生と企業人のものづくり」を開催した．本論文はものづくりコンテストの文部科学省情報ひろばでの展示およびミニシン

ポジウムについて報告し，今後の展望を述べるものである．
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子情報システム学科 8 名，建築環境システム学科

4 名（学部長を含む），経営システム工学科 2 名と

なっており，学科によって委員数が大きく異なる

ことがわかる． 

創造工房委員は，創造工房を利用する様々な活動

を発案し，実施している．ここで創造工房の主要な

活動をいくつか紹介する． 

まず，創造楽習（そうぞうがくしゅうと読む）と

いう本学の学生向けの教育活動が挙げられる．創造

楽習は学部の全教員を対象に前期と後期の 2 回，学

生の教育に関するテーマが募集され，実施に必要な

消耗品の購入費を支援する制度で，「課外講座を通し

て学生の知的好奇心を刺激し，自発性・積極性を涵

養すること」を目的としている．創造楽習では正課

の授業に組み入れにくい遊びの要素の多い内容や正

課の授業に組み入れるのはまだ早いと思われる新し

い教育内容を実践するのに適しており，これまでに

様々な活動が実践されている．2017 年前期の活動を

いくつか紹介すると，「光のいろいろ実践編～液晶デ

ィスプレイを作ってみよう～」，「Arduino で環境を

センシングしてみよう」，「3D プリンタ＆3D CAD ソ

フトを体験してみよう」．「極小世界の加工を体験し

よう」といった学生の興味をひく内容がそろってい

る． 

次に創造学習（こちらもそうぞうがくしゅうと読

む）と呼ばれる子ども向けの科学教室が挙げられる．

この活動は創造工房の地域貢献活動の中心で，秋田

県内の小学生や夏休みで帰省中の他県の小学生に科

学の楽しさを知る機会を提供している．創造学習は

7 月末から 8 月上旬にかけて実施され，例年 10 数種

類のテーマが用意され，テーマ毎に参加者の募集を

行っている．定員をはるかに超える申し込み数のあ

るテーマもあり，人気を博している活動である．こ

の科学教室の開催には本学学生が多数ボランティア

として協力しており，学生の社会貢献の場にもなっ

ている． 

 

創造工房の利用 

 学生が創造工房を利用する目的は大きく分けて 4

つある．1 つは学生の自主的な活動のためで，スピ

ーカーを自作したいとか，3D プリンタを使ってみた

いといった目的で，自由に創造工房を利用している．

2 つめは，授業や学内活動のためで，建築環境シス

テム学科の必修科目であるシステム科学演習Cや前

述の創造楽習や学生自主研究制度 1 などで利用して

いる．3 つめはサークル活動のためで，ものづくり

サークル S.E.I.M.がロボコンへ参加するためやソー

ラーカーレースに出場するために利用している．最

後は卒業研究での利用で，卒業研究で使用する部品

の作製に利用されている． 

 

2012 年頃の創造工房 

著者の多くは 2012 年から創造工房委員となり創

造工房の運営を行っている．2012 年当時，創造工房

における学生の活動は講義や学生自主研究制度が中

心で，学生の主体的な活動は目立たなくなっていた．

創造工房の設立当初は学生が学外のコンテストで賞

を受賞してくるといった成果が出ていたということ

もあり，この時期の状況は非常に寂しく感じられた．

また，創造工房委員が主導する活動も，担当者が別々

で連携しにくく，それぞれ独立した活動となってし

まっていた．そこで，いくつかの活動を連携させて，

学生の主体的な活動につなげていけないかと考えた．

その結果，学内で参加のハードルの低いものづくり

のコンテストを実施することにした．新しいものを

創造することにどんどんチャレンジして欲しいとい

う気持ちから，このコンテストの名称を創造チャレ

ンジとした． 

創造チャレンジの内容については展示の内容と共

に後述するとして，ここでは創造チャレンジの成果

について簡単に説明する（創造チャレンジについて

詳しくは廣田ら（2015）を参照せよ）．創造チャレン

ジは教育効果を高めるために様々な工夫を実施して

おり，ものづくりに挑戦しようという気持ちを伸ば

すという教育的な効果を上げているだけでなく，そ

の作品が学外でも高く評価され，TOKIWA ファン

タジアイルミネーションコンテスト 2014 におい

て中国経済産業局長賞を受賞し，第 64 回および第

66 回秋田県発明展において秋田県電子工業振興協

議会長賞を受賞するなど，多数の成果をあげた． 

上記の多くの成果をあげたことから，この活動を

もっと多くの方に知ってもらいたいと考え，文部科
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学省ミュージアム情報ひろばにおける企画展示に応

募したところ，採択され，2016 年 11 月 28 日から

2017 年 3 月 21 日までの期間，活動紹介のパネル，

動画，作品の実物を展示することができた．また，

展示期間中の 2017 年 2 月 20 日に文部科学省情報ひ

ろばラウンジにてミニシンポジウム「大学生と企業

人のものづくり」を開催した．以下では展示の内容

とミニシンポジウムの内容について説明する． 
 

文部科学省ミュージアム情報ひろばでの展示 
 

文部科学省情報ひろばは，2008 年の文部科学

省の庁舎移転に伴い，旧文部科学省庁舎（図 1）
に整備されたミュージアムで，広く国民に文部科

学行政を周知する目的で設置されている（文部科

学省（n.d.））．旧大臣室の公開や教育の歴史，ス

ポーツ政策の歴史の展示などが常設展示されて

いる．これらに加えて企画展示のスペースがあり，

毎年，全国の大学と研究機関に成果や特色ある取

り組みの展示を募集している．2016 年の募集では，

2016 年 8 月から 2017 年 12 月までの期間を 4 ヶ月

ごとの展示時期に区切り，各展示時期に対して 4
機関の展示が募集された．前述の通り，創造チャ

レンジの成果を広く紹介したいという目的で，情

報ひろばの展示に応募したところ，採択され，展

示を行った．以下では展示の内容を紹介する． 
 

 

図 1 旧文部科学省庁舎 

 

 

展示の内容 

展示の様子を図 2 に示す．活動の紹介のパネル 5

枚と活動紹介の動画，コンテストの作品 5 つ，各種

パンフレットを展示した． 

 

図 2 展示の様子 

 
 正面に設置した 4 枚のパネルのうち左側の 2 枚

は活動の内容と成果の紹介用のパネルである（図

3，4）．創造チャレンジの概要，コンセプト，教

育上の工夫，成果を説明した．以下ではこれらに

ついて解説する． 

まず，創造チャレンジの概要について説明する．

近年，3D プリンタや Arduino を代表とする安価な

ハードウェアやそれらを活用する容易に利用で

きるソフトウェアといった新しいツールの登場

により，ものづくりの方法が劇的に変化しており，

アイデアを形にすることが容易になっている．そ

のため，以前に比べて，学生がものづくりを行う

ハードルが下がっており，気軽な気持ちでものづ

くりを行える状況があることを説明した．また，

コンテストのテーマ設定について，将来的に秋田

県内の企業との連携を意図して，LED やセンサー

といったテーマを選んできている．こうした工夫

から，地元企業からの支援が得られ，2015 年度か

らサイカツ建設賞とロイヤルパーツ賞といった

企業の名称を冠とした賞を授与している．これら

の賞の審査は支援いただいている企業の方に実

施していただいており，本学の教職員とは異なる

視点で作品を評価していただいている． 

次に創造チャレンジのコンセプトについて説 
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図 3 活動紹介のパネルの 1 枚目 

図 4 活動紹介のパネルの 2 枚目 

図 5 作品紹介のパネルの 1 枚目 

図 6 作品紹介のパネルの 2 枚目 

・製作費用を 10,000 円に設定した

費用を低めに設定して，気軽に参加でき

るコンテストを目指した（応募数は 13 

件）．実際は予想に反して，結構凝った

作品が提出された．

・支援教員（任意）をつけることができ

るようにした

「アイデアはあるが製作ができるか心配」

とか，「チャレンジしてみたいけど，アイ

デアがない」といった学生のために希望

者には支援教員をつけれるようにした．

・全作品に対して審査員コメントを返した

「学生を勇気づけてものづくりへの意識を

高めること」が目的であることから，各

作品に対して，よいところや今後改善す

るとよい点を審査員コメントとして返却

した．（教員が一番がんばったのはこの部

分である）

・学外コンテストへの参加助成

コンテストの入賞者には学外コンテスト

へチャレンジする場合に金銭的な助成を

することとした．

審査員コメントの例

黄道 12 のアイデアは

面白いと感じました．

企画書と比べると使用

する LED の数が多く作

業量がかったのか，不

完全燃焼気味に見えて

しまったのが残念．

もう少し時間をかけれ

ればもっと良くなった

と感じます．

LED を点灯できなかったのが残念．アイ

ディアは素晴らしいと思います，きっと

天の川のような美しさになったことでし

ょう．今回体験した「ものづくりの難し

さ」を，ぜひ次回の創造チャレンジに活

かして下さい．

審査員コメントの返却例

実施状況

年度

2013

2014

2015

2016

募集期間

6/11-7/26

4/24-5/30

4/21-6/30

4/22-6/30

作製期間

8/1-11/29

6/1-10/6

7/1-10/1

7/1-10/2

テーマ

イルミネーション

光る生活雑貨

センサーの面白い利用法

センサーを使った
新しいおもちゃ

応募件数

13

13

13

13

受賞作品

2013 年度最優秀賞：LED BALL

中国経済産業局長賞受賞

◯作品説明

  　本作品のコンセプトは，「見て楽しむ，操作し

て楽しむ」です．スリップリングを 2つ使用し

様々な回転をするようにしました．さらに赤色・

青色・緑色 3個の LED の点灯・消灯，点滅時間

とモータの速度を調節することができるように

しました．これにより，自分で操作し様々な光

の軌跡を実現することができます．

コンテストの実施にあたり工夫した点
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表1  展示した作品のリスト 

作品名 チーム名  

LED BALL 武藏財団 2013 年度最優秀賞 

中国経済産業局長賞（TOKIWA ファンタジアイルミ

ネーションコンテスト 2014） 

ホットかないカッ

プホルダー 

武藏財団 2014 年度最優秀賞 

秋田県電子工業振興協議会長賞（第 64 回秋田県発

明展） 

LED キューブ S.E.I.M.牧原 2014 年度優秀賞 

Chameleon box 電脳 Lab. 2015 年度最優秀賞 

自動水やり装置 S.E.I.M.植物育成班 2015 年度最優秀賞 

明する．このコンテストのコンセプトは主に 3 つ

あり，1 つ目はものづくりにチャレンジする学生

を増やすことであり，2 つ目はものづくりに挑戦

した学生を勇気づけ，さらに高い目標へ誘導する

ことで，3 つ目は積極的に学外のコンテストにチ

ャレンジする気持ちを育てることである．学生が

積極的にものづくりを行い，それによって自信を

持ち，学外のコンテストで成果をあげることを目

標としており，創造チャレンジの作品を改良して

挑んだ学外コンテストで，中国経済産業局長賞や

秋田県電子工業振興協議会長賞の受賞といった成果

が出ており，コンセプト通りに活動が実施できてい

ると感じられる． 

次に教育上の工夫について説明する．まず，もの

づくりに挑戦する学生を増やすことを目的とした活

動であることから，参加のハードルが低くなるよう

に製作費用は大学から支出することとし，金額は 1

万円までとした．次に，作品のアイデアや製作の技

術的な支援を行う制度として，支援教員をつけるこ

とができることとした．アイデアはあるけれど，作

品を製作する自信がないなど，逆に何か作ってみた

いけれどアイデアがないといった学生のコンテスト

の参加を後押しすることに役立ったと感じられる．

また，全作品に審査員から，学生を勇気づけるコメ

ントを返却することにした．実際にものづくりにチ

ャレンジしてみるとうまくできずに自信をなくして

しまう学生も出てしまう危険性があるが，審査員コ

メントとして学生を勇気づけるコメントを返すこと

により，翌年もチャレンジしてみようという気持ち

を引き出している．参加者を対象に行ったアンケー

トでは，審査員コメントにより勇気づけられたとの

意見があった．最後に，学外コンテストの参加を促

す目的で，学外コンテストの助成制度を用意した点

を説明する．学生が学外のコンテストに参加するに

は，旅費や作品の製作費，改良にかかる費用が大き

な負担であり，これらを理由に応募しないというケ

ースもあった．そこで，創造チャレンジの入賞者に

は，学外コンテストに応募する際に旅費や製作費の

補助を行う制度を設けた．この制度を用いて，学外

コンテストにチャレンジする学生がおり，狙い通り

の結果となっている． 

 正面に設置したパネルの右側の2枚について説

明する．これらのパネルは過去に行われた創造チ

ャレンジで優秀な成績を収めた作品の紹介であ

る（図 5，6）．過去 3 回実施された創造チャレン

ジの作品の中で，優秀な作品 6 つの紹介を行い，

そのうち 5 つは展示の正面の台の上に実物を展示

した（図2）．展示した作品のリストを表1に示す． 

 展示の左側には活動紹介の動画と学生への告知用

ポスターの紹介を行った．活動紹介の動画は本学の

学生をアルバイトとして雇い，制作した．動きがあ

る作品が多く，ポスターの静止画像ではわかりにく

いため，動画を作成し，公開することにした（図 7）． 

これにより，作品の実際の動きをみてもらえるよう

になった（図 8）．なお，動画は情報ひろばでの展示

期間終了後に youtube にアップロードし，誰でも閲 
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覧できる状態にしている（秋田県立大学（n.d.））． 

 次に学生への告知用のポスターの紹介について説

明する．創造チャレンジの活動を学生に周知する目

的でポスターを作成し，学内に掲示した．ポスター

は著者の 1 人である崎山が作成を担当した．情報ひ

ろばでの展示では，過去に掲示された 4 種類のポス

ターを展示した（図 9）． 

 

ミニシンポジウム「大学生と企業人のものづくり」 
 

 情報ひろばでの展示の募集では，展示期間内に情

報ひろば内のラウンジでイベントを行うことが条件

となっている．東京で一定の集客力のあるイベント

を開催する必要があり，どのようなイベントを実施

図 7 活動紹介の動画（その 1） 

図 8 活動紹介の動画 （その 2） 

図 9 告知用ポスターの紹介 

13:30 受付開始 

14:00 開会 

小笠原正（地域連携・研究推進セ

ンター） 

14:10 秋田県立大学におけるものづくり

コンテストによる創造性教育 

廣田千明（電子情報システム学科）

14:40 ものづくりコンテストに参加して 

 るみ神社のキセキ  

 小田和樹，小柳陽，海沼諒（電子・

学部 1年） 

15:10 ものづくりから学ぶ DIY 精神 

 青山真也（電子・修士 2年） 

15:40 休憩 

15:50 ものづくりとシステム思考 

 瀬野宗司（電子・修士修了，現 富

士重工業株式会社） 

16:20 企業における生産要件を考慮した

図面熟成 

村松茂樹（機械卒業，現 本田技研

工業株式会社） 

16:50 休憩 

17:00 交流会（ものづくりに対して思う

こと，大学教育に期待すること） 

17:40 閉会 

図 10 ミニシンポジウムのプログラム 
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すればよいか非常に悩んだ結果，コンテストでもの

づくりを体験した現役の大学生と普段仕事でものづ

くりを行っている卒業生がそれぞれの立場でものづ

くりについて語り，意見を交換する場を提供するこ

とにした．当日のプログラムを図 10 に，イベントの

紹介のために作成したポスターを図 11 に示す．なお，

このポスターは本学大学院修了生で講演者の瀬野宗

司氏と同じく本学大学院修了生の菅康彦氏，その友

人の福士陽香氏が作成した．会場の大きさから，一

般の参加申し込みの上限を 30 名として募集したと

ころ，26 名の参加者があり，十分な参加者を迎える

ことができた．会場の様子を図 12 に示す．以下では

ミニシンポジウムの内容を簡単に紹介する． 

 まず本学地域連携・研究推進センターの副センタ

ー長である小笠原正氏の挨拶からスタートした．続

いて，著者である廣田から，秋田県立大学における

ものづくりコンテストによる創造性教育と題して，

創造チャレンジの活動内容とその成果を説明した． 

 その後，創造チャレンジに参加した現役の大学生

による 2 件の発表を行った．第 1 は本学電子情報シ

図 12 会場の様子

図 13 本学学生の発表の様子 

図 14 卒業生の発表の様子 

図 15 交流会の様子 

図 11 イベントのポスター 

- 20 -

廣田千明ほか／秋田県立大学ウェブジャーナル A ／ 2018, vol. 5, 14-23



廣田千明ら/秋田県立大学ウェブジャーナル A/2018, vol. 5, 1-10. 
 

- 8 - 

ステム学科 1 年（当時）の小田和樹氏，小柳陽氏，

海沼諒氏の発表で，ものづくりコンテストに参加し

て るみ神社のキセキ と題して，コンテストでど

のような作品を作ったのか，またそれにより何が得

られたのかを説明した（図 13）．なお，ここで紹介

した作品は第 66 回秋田県発明展において秋田県電

子工業振興協議会長賞を受賞した．続いて，本学大

学院博士前期課程 2 年（当時）の青山真也氏がもの

づくりコンテストに参加した経験をもとに，学生の

立場でものづくりについて説明した． 

休憩を挟んで，今度は卒業生の発表を行った．卒

業生には，現在どのような仕事をしているのか，企

業ではどのようのものづくりを行っているか，本学

で学習した内容が就職後どのように役立っているか

をテーマとして講演を行った．本学大学院博士前期

課程（電子情報システム学専攻）を修了し，現在，

株式会社 SUBARU に所属する瀬野宗司氏は本学シ

ステム科学技術学部の教育目標であるシステム思考

について解説し，現場でのシステム思考の重要性を

説明した（図 14）．続いて，本学機械知能システム

学科を卒業し，現在，本田技研工業株式会社に所属

する村松茂樹氏が講演し，企業で行うものづくりの

作業手順について説明した． 

 講演のあとは，第 2 部として交流会を実施した．

交流会では，1 班 5，6 人に分かれてもらい，ものづ

くりに対して思うことと大学教育に期待することと

いう 2 点をテーマとして，議論を行い，議論の結果

を発表した（図 15）．主な意見を列挙すると，まず

ものづくりについて思うことについては，「卒業生の

話をきいて，システム思考の大切さを知った．大学

での勉強を頑張りたいと思った」，「企業ではものを

つくるとき，自分の想いで作るより，誰かのために

作らないといけない．ただし，個人の想いも個人の

成長のために大事である」，「ものづくりへのアドバ

イスとして，プランニングがもっとも重要で計画に

時間を一番とった方がいい」など，学生と社会人の

それぞれの立場から，有益な意見を聞くことができ

た．次に，大学教育に期待することについては，「〇

〇学じゃなく，実例を話してほしい」，「1 から 3 年

より，4 年生の方が多くのことを学べた．師弟の関

係が重要である」，「リテラシー教育を充実して欲し

い．ツイッター等 SNS がネットを通じて全世界につ

ながっていることが意味することを理解し実感する

ところまできていない．また，契約，納期，スケジ

ュール等への認識が低い」，「企業とのコラボや他学

部との連携を強化して欲しい．学生の間から企業や

異なる団体と関係を持つ経験を持ってほしい」とい

った意見があり，今後の教育活動に参考となる意見

が多数よせられた． 

 
まとめ 

 
 創造工房で実施しているものづくりコンテストの

活動を広く紹介するために，文部科学省ミュージア

ム情報ひろばにて，展示を行い，多くの方にこの活

動を知っていただくことができた．最後に，展示に

あたり苦労した点について説明し，まとめとする． 

 展示にともない情報ひろばのラウンジでイベント

を開催することとなったが，初めての経験で企画立

案に苦労した．我々の展示のテーマはものづくりで

あったが，どういう方をターゲットに，どんなイベ

ントを実施すれば，人が集まるよいイベントとなる

のか，見当がつかなかった．この点はイベントの内

容を卒業生が参加したいと思える内容に設定して，

なるべく多くの卒業生に参加してもらえるように企

画とするというアイデアで解決しようとしたが，そ

れでも，イベントスペースの都合で，平日の昼間に

実施する必要があり，人集めに苦労した．このよう

な中で，休暇をとってでも参加したいという卒業生

が多数おり，多くの参加者を迎えることができ，大

変うれしく思った．また参加した卒業生から「こう

いうイベントは定期的にやっているのですか」，「次

はいつやりますか．また参加したいです」といった

意見が多数あり，卒業生と現職の教員が集まるイベ

ントの需要が高いことがわかった． 

 今回の反省点を活かして，次回チャンスがあれば，

効果的なイベントを実施したい．また，今回は参加

者の多くが卒業生であったため，本学の教育が社会

でどのように役立っているか，在学中にどのような

ことを学んでおきたかったかなど，本学の教育に対

して貴重な意見を聞くことができた．今後の教育活

動に役立てたい． 
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注 

 
1 学生自主研究制度は学部 1，2 年生を対象とした研

究の支援制度で，学生が自ら研究テーマを定め，指

導教員の指導の下，研究を行う．研究期間は原則と

して 1 年間で，1 件あたり最大で 15 万円の資金援助

を受けることができる．2003 年度の文部科学省「特

色ある大学教育支援プログラム」に採択され，現在

まで継続している制度である． 
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The Faculty of Systems Science and Technology of Akita Prefectural University has established creative instruction and workshops to help 

students learn manufacturing. Committee members play a key role in these workshops, which conduct many instructional activities—one a

manufacturing contest, conducted by the authors, that challenges students’ creativity. Of course, the contest is organized to enhance instructional

effects in various ways. Additionally, contest products are not only appreciated, but also evaluated outside the university, some winning prizes.

We applied to display and, in fact, did display a panel, a movie, and some products, in order to disseminate widely this activity’s results, from

November 28, 2016 to March 21, 2017, at the museum of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). In 

addition to the display, a manufacturing symposium for college students and workers was held in the MEXT Museum on February 20, 2017. This 

paper reports on the contest’s display and mini-symposium and discusses its future prospects.
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